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⾼精度スキャン
OCR国際技術コンテスト1位を
獲得した技術を搭載。縦、横⽅向に
限らずスキャンが可能。

AIによる発⾳評価
聞き取りやすさ/発⾳・アクセント/
流暢さ/完成度の4項⽬で評価。
（“完成度”は読み上げに抜け漏れが
ないか を評価します。）

ｉＦＬＹＴＥＫ スマートディクショナリーペン

税別定価 ￥２２,６３７- 税込ご提供価格 ￥２０,９００-

オンラインでは全１４⾔語の相互翻訳が可能です。
⽇本語、英語、中国語(簡体字)、中国語(繁体字)、韓国語、フランス語、
ドイツ語、ハンガリー語、スペイン語、ロシア語、タイ語、ベトナム語、
マレー語、インドネシア語（オフラインでは英語と中国語２種類）

【仕様】
●本体⼨法︓
Ｗ１５５×Ｄ３２.４×Ｈ１４ｍｍ

●質量︓７９ｇ
●電源︓リチウムイオン電池
（ＵＳＢ Ｔｙｐｅ Ｃケーブル充電）
●充電時間︓約２〜３時間
●電池持続時間︓約４〜８時間

紙媒体に印刷された⽂字を読み込みます。
タブレットＰＣなど、液晶画⾯は
認識できない場合があります。

⼿書き⽂字は認識できない場合があります。
筆記体は認識できません。



■ クイックネームペン
名入れ無料キャンペーン

スタンプで実績があるサンビーと、
ジェットストリームの三菱鉛筆のコラボ商品です。

本体はシックなブラック・グリーン・ボルドーの３色。中身はなめらかで書きやすいジェットストリームの
黒と赤のボールペン。さらに頭部には９ｍｍのネーム印がついた、１本で３つの仕事ができるネームペンです。

＜ 期間限定 ＞ ４月３０日まで本体上部名入れ無料キャンペーンを実施します。納期は発注後 約３週間です。
入学・卒業、異動・退職の記念品にいかがでしょうか？

既製品 税別定価 ￥３,３００-

税込ご提供価格 ￥２,７５０-

別製品 税別定価 ￥４,０００-

税込ご提供価格 ￥３,３００-

①作りたい印面の苗字や名前を決めます（最多６文字 縦２行 各３文字まで）。印面は９ｍｍです。
②印面の書体を選びます。楷書体・古印体以外は別製品です。
③印面のインクを選びます。インクは朱色以外（赤・青・黒・緑・紫）は別製品です。
④本体カラー（ブラック・グリーン・ボルドー）を選びます。
⑤本体名入れ内容を選びます。文字は白、字体は角ゴシック（この文章のような字体）か筆記体（英字のみ）です。

名入れ可能範囲は５×３５ｍｍです。

古印体 楷書体

明朝体 角ゴシック体 丸ゴシック体 行書体 隷書体 篆書体

⑥個数⑤本体名入れ内容 （角ゴシック or  筆記体）④本体カラー（〇をつけてください）③インクの色②印面書体①印面

ブラック・グリーン・ボルドー

ブラック・グリーン・ボルドー

お名前 お勤め先 ご連絡先電話番号

※この２書体のいずれか、最多６文字
朱インクであれば既製品です。

＜ 名入れ ＞





IKUMO SECURITY NEWS
〜 最新の情報セキュリティニュースをお届けします〜

対策⽅法、その他ご質問は弊社営業担当までお問い合わせください

4年連続1位の脅威 ランサムウェアによる 「⼆重脅迫」 が主流になりつつあります

≪IPA 情報セキュリティ10⼤脅威2024年 公表≫
⼀昨年順位昨年順位「組織」向け脅威の内容今年順位

11ランサムウェアによる被害（4年連続1位）1
32サプライチェーンの弱点を悪⽤した攻撃2
54内部不正による情報漏えい3
23標的型攻撃による機密情報の窃取4
76修正プログラムの公開前を狙う攻撃（ゼロデイ攻撃）5
109不注意による情報漏えい等の被害6
68脆弱性対策情報の公開に伴う悪⽤増加7
87ビジネスメール詐欺による⾦銭被害8
45テレワーク等のニューノーマルな働き⽅を狙った攻撃9
圏外10犯罪のビジネス化（アンダーグラウンドサービス）10

参照元 IPA 情報処理推進機構︓https://www.ipa.go.jp/security/10threats/10threats2024.html

①攻撃を
実⾏する
パートナーを
募集

アンダーグラウンド掲⽰板など

ランサムウェアの開発
暴露サイトの運⽤、交渉役

ランサムウェアの開発
暴露サイトの運⽤グループ

攻撃役
（アフィリエイト）

企業ネットワークへ
の侵⼊スキル保持

ボットネットなどの広
域ネットワークスキャ
ンスキル保持

④暗号化の⾝代⾦に
加えて窃取したファイ
ルの削除料を要求

②参加

③企業などを攻撃し、
ファイルの窃取と暗号化

現在のランサムウェア攻撃は「暗号化したシステムを復号するための⾝代⾦の⽀払いに加え、暗号化する前に窃取したファイルを
“暴露サイト”を通じて漏出させると脅迫、その削除のための⽀払いも同時に要求する」という“⼆重脅迫”」で、⾝代⾦の⾦額を
引き上げる⼿法が主流になりつつあります。

NTTグループが発表した「2023年のサイバーセキュリティ概況総括と将来予測」によると、「2022年に暴露サイトで暴露された
被害企業／組織は2,870組織だったが、2023年は12⽉6⽇までの時点で4,432組織（54％増）に達している」とのこと。
⽣成AIを犯罪の⽀援ツールとして悪⽤する動きが広がっており、より注意が必要になっています。

対策⽅法、その他ご質問は弊社営業担当までお問い合わせください対策⽅法、その他ご質問は弊社営業担当までお問い合わせください


